○天童市建設工事検査要領

平成１０年４月１日

改正　平成２４年４月２７日

　平成２６年４月１日

（趣旨）

第１条　この要領は、天童市建設工事検査規程（平成１０年市訓令第７号。以下「検査規程」という。）第１０条の規定に基づき、建設工事（以下「工事」という。）の検査（以下「検査」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（検査の内容）

第２条　検査は、工事の出来形を対象とし、建設工事請負契約書、図面、仕様書その他関係書類（以下「契約図書」という。）に基づきその適否を判定するとともに、当該工事に係る事務が適正に処理されているかどうかを調査するものとする。

　（検査の請求）

第３条　工事主管課等の長（以下「工事主管課長」という。）は、検査規程第３条第２項に規定する検査の実施を請求するときは、検査請求書（様式第１号）を、当該検査を行う日の属する月の前月の２０日まで（緊急を要するときは、検査希望日の１０日前まで）に総務部長に提出しなければならない。

　（検査員の指名及び検査通知）
第４条　総務部長は、前条の規定により検査の請求を受けたときは、検査実施通知書（様式第２号）により、検査員を指名して工事主管課長に通知しなければならない。
（検査報告）

第５条　検査規程第９条に規定する報告は、建設工事検査復命書（様式第３号。以下「検査復命書」という。）により行うものとする。

２　検査員は、検査を実施したときは、検査復命書を正副２部作成し、工事主管課長を経由して市長に報告するものとする。

３　工事成績の評定は、天童市建設工事成績評定要領の規定に基づき行うものとする。

（検査復命書の処理）

第６条　工事主管課長は、検査復命書の正本に検査状況を記録した写真その他必要な図書を添付の上、市長に報告するものとする。
２　工事主管課長は、前項の規定により検査復命書に係る市長の決裁を受けたときは、当該検査復命書の副本及び必要な書類を会計管理者に、検査復命書の正本の写しを総務部財政課に提出するものとする。

　（軽微な工事の手直し）

第７条　検査員は、検査の結果、工事の出来形及び内容が契約図書と照合して不完全な箇所があると認める場合において、その状況が軽微であるときは、合否の判定を一時保留し、期限を定めて受注者に工事の手直しを命ずることができる。

２　前項の規定による命令は、工事手直し要求書（様式第４号）により、工事主管課長を経由して行うものとする。

３　受注者は、工事の手直しが完了したときは、速やかに工事手直し完了届（様式第５号）を工事主管課長を経由して検査員へ提出しなければならない。

４　検査員は、前項の工事手直し完了届を受理したときは、第１項の規定により工事の手直しを命じた部分についての再検査を行わなければならない。この場合において、当該再検査は、原則として当該検査を担当した検査員が行うものとする。

５　検査員は、工事の手直し部分の再検査を終了したときは、検査復命書にその結果を記載し、工事手直し確認書（様式第６号）により、工事主管課長を経由して市長に報告するものとする。この場合において、工事手直しの完了をもって検査の対象とした出来形の完成とみなす。
６　第１項の工事の手直しが極めて軽微であり、その補修又は改造が７日以内に完了し得ると認められるときは、第２項の工事手直し要求書、第３項の工事手直し完了届及び第５項の工事手直し確認書の作成を省略することができる。
７　再検査において工事の手直しの完了が確認できず、更に手直しが必要と認めたときは、第１項から前項までの規定を準用する。
８　受注者は、工事の手直しが期限までに完了しないときは、当該工事（あらかじめ部分引渡しを受けた部分を除く。）を不合格とする。
（不合格の処理）
第８条　検査員は、検査の結果、不合格としたときは、評定点の記載を行わず、不合格となった具体的な内容を検査復命書に記入して市長に報告しなければならない。この場合において、検査規程第３条第４項の規定による検査であるときは､あらかじめ総務部長と協議するものとする。
２　市長は、前項の報告を受けたときは、必要な措置を講じなければならない。
３　市長は、補修又は改造により工事の目的を達成することができると認めるときは、工事手直し請求書（様式第７号）により受注者に手直しを命ずるものとする。
４　受注者は、前項の規定による工事の手直しの命令を受けたときは、工事手直し請書（様式第８号）を市長に提出しなければならない。
５　第３項の規定により工事の手直しを命じた部分の検査は、第３条から前条までに定める手続によるものとする｡　

（工事の手直し時における検査復命書の処理）

第９条　前条第１項の規定による手直し部分についての検査復命書は、最初に各種検査を行った検査員を経由して提出しなければならない。

２　前項の場合における工事成績の評定は、検査員が相互に協議して行うものとする。
（合格の手続）

第１０条　検査員は、完成検査又は一部完成検査の結果、合格と認定したときは、完成通知書に検査年月日を記入して記名押印し、その１通（副本）を工事主管課を経由して受注者に交付するものとする。　
　（建設工事検査台帳）

第１１条　検査員は、建設工事検査台帳（様式第９号）を備え付け、常に整備しておかなければならない。
　　　附　則

　この要領は、平成１０年４月１日から施行する。

　　　附　則　（平成２４年４月２７日一部改正）

この要領は、平成２４年４月２７日から施行する。

　　　附　則　（平成２６年４月１日一部改正）

この要領は、平成２６年４月１日から施行する。
